日刊
2009/12/15　連携会議第40号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携会議事務局長　常　陸　敏　男
今年も大変ご苦労さまでした
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　まだ、連携会議としては１年終わっていませんが、今年も大変ご苦労さまでした。本日は、年末の話題にはふさわしくありませんが、どうしても気になったので報告します。

　年明け１月に開かれる札幌地区アンサンブルコンクールの参加料・チケット料の支払いについて吹奏楽顧問から依頼があったのでとりくみました。札幌地区吹奏楽連盟事務局から出された諸連絡の下の方に小さくこのような記述がありました。

＊高校は「ホッカイドウサッポロ」まで省略して振り込んでください。（事務職員にもお願いしてください　例：トウリョウコウ）
　私がこの振り込みにとりくむのは、資金源のPTA会計の担当者だからであり、当然「事務職員」だからではありません。この例は高校の場合を引き合いに出しているので、高校は特に事務職員が資金管理（PTAとは限らない）を行っている場合が多いとの判断からこのようになったのかもしれません。それにしても、この文書を作った方は、なぜ「担当者にもお願いして」ではなく、「事務職員にもお願いして」と表記したのでしょうか。そこに、職場における事務職員の立ち位置の現実が垣間見えるような気がしてなりません。この表記について、事務職員の皆さんには様々な感想があると思います。曰く、べつにどうでもいいじゃないか。曰く、事務職員の仕事と一方的に決めつけられたようで疑問。曰く、・・・。しかし、諸先輩方は間違いなく、このような些細と思われる出来事を見逃さず、事務職員の職務確立という大きなテーマにとりくんで来て、その流れが今日まで続いております。
　１１日の定例会・連携会議で確認したとおり、２８日の冬季研修会では、運営計画についての議論を行う予定です。この機会にこのこともちょっと考えてみましょう。
　
私事ですが、父の介護のため１６日から休みをとりました。２８日の冬期研修には出席します。第６回連携会議でご案内しましたが、２８日の冬季研に出席の方は、次の資料をご持参ください。
①今号と一緒に送信した、PDFファイル。②自校の学校経営要項冊子。③自分の「自己評価シート」２３部。

④今年の校内配分を職員会議等に提案した際の資料２３部。以上よろしくお願い致します。
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